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北海道150年ロゴマーク

　
１
８
６
９（
明
治
２
）年
の
８
月
。
蝦
夷
地
と
呼
ば
れ
て
い
た
土
地
が「
北
海
道
」と

改
称
さ
れ
ま
し
た
。
新
た
な
命
名
に
当
た
っ
て
は
、
開
拓
御
用
掛
で
あ
る
松
浦

武
四
郎
か
ら
、
い
く
つ
も
の
案
が
提
出
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
武
四
郎
は
、
幕
末
の
蝦
夷

地
や
樺
太
を
６
度
に
も
わ
た
っ
て
広
く
踏
破
し
て
い
た
探
検
家
で
あ
り
著
述
家
で
す
。

武
四
郎
が
提
案
し
た
の
は
、「
北
加
伊
道
」「
日
高
見
道
」「
海
北
道
」「
海
島
道
」「
東

北
道
」「
千
島
道
」の
６
案
。
最
終
的
に
、「
北
加
伊
道
」の「
加
伊
」が「
海
」と
な
っ

て
採
用
さ
れ
ま
し
た
。

　

北
海
道
コ
カ・コ
ー
ラ
グ
ル
ー
プ
は
、
北
海
道
と
名
付
け
ら
れ
た
こ
の
大
地
の
す
み

ず
み
に
深
く
根
ざ
し
な
が
ら
、
北
海
道
の
未
来
へつ
な
ぐ
活
動
を
継
続
し
、
地
域

の
皆
さ
ま
と
と
も
に
歩
み
つ
づ
け
ま
す
。

松浦 武四郎（1818～1888）

（北海道大学附属図書館所蔵）

幕末に蝦夷を旅した探検家。
開拓使の官吏として「北海道」
という地名の原案を提案して、
北海道の名付け親とも呼ばれる。

北
海
道
1
5
0
年
と
当
社
の
歩
み

北
海
道
コ
カ・コ
ー
ラ
グ
ル
ー
プ
の
歴
史

北
海
道
の
歴
史

「
蝦
夷
地
」か
ら
「
北
海
道
」へ
。
そ
の
名
に
込
め
ら
れ
た
思
い
。

「
カ
イ
と
い
う
言
葉
に
は
、
こ
の
地
で
生
ま
れ
た
も
の
と
い
う
意
味
が
あ
る
」

こ
れ
ま
で
も
　
こ
れ
か
ら
も
　「
北
の
大
地
と
と
も
に
」

● 

蝦
夷
地
を「
北
海
道
」と
改
称　

● 

開
拓
使
設
置 

H

1
8
6
9

● 

北
海
道
庁
設
置

1
8
8
6

● 

札
幌
、函
館
、小
樽
、室
蘭
、旭
川
、釧
路
に
市
制
施
行

1
9
2
2

● 

第
１
回
函
館
港
ま
つ
り
開
催

1
9
3
5

● 

第
１
回
く
し
ろ
港
ま
つ
り
開
催

1
9
4
8

● 

支
笏
洞
爺
が
国
立
公
園
に
指
定

1
9
4
9

● 

札
幌
市
円
山
動
物
園
開
園

1
9
5
1

● 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
札
幌
中
央
放
送
局
が
テ
レ
ビ
放
送
開
始

1
9
5
6

● 
北
海
道
大
博
覧
会
開
催（
札
幌
・
小
樽
）

1
9
5
8

● 

第
１
回
さ
っ
ぽ
ろ
雪
ま
つ
り
開
催

● 

北
海
道
開
発
庁
設
置

1
9
5
0

● 

第
１
回
旭
川
冬
ま
つ
り
開
催

1
9
6
0

● 

旭
川
市
旭
山
動
物
園
開
園

1
9
6
7

● 

知
床
が
国
立
公
園
に
指
定

● 

第
１
回
お
び
ひ
ろ
氷
ま
つ
り
開
催

1
9
6
4

● 

北
海
道
開
道
百
年

1
9
6
8

● 

手
宮（
小
樽
）・
札
幌
間
に
鉄
道
開
通（
北
海
道
初
の
鉄
道
） 

I

1
8
8
0

● 

最
初
の
屯
田
兵
が
琴
似（
現
・
札
幌
市
西
区
琴
似
）に
入
植

1
8
7
5

● 

第
11
回
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
札
幌
大
会
開
催

1
9
7
2

● 

北
海
道
新
幹
線
開
業（
新
青
森
・
新
函
館
北
斗
間
）

2
0
1
6

● 

北
海
道
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
開
催

2
0
0
8

● 

知
床
が
世
界
自
然
遺
産
に
指
定

2
0
0
5

● 

日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
が
北
海
道
に
移
転
、

北
海
道
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
設
立

2
0
0
3

● 

札
幌
ド
ー
ム
開
業

2
0
0
1

● 

2
0
0
2 

F
I
F
A
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
日
韓
大
会

（
札
幌
ド
ー
ム
も
会
場
の
ひ
と
つ
に
）

2
0
0
2

● 「
北
海
道
」命
名

か
ら
１
５
０
年

2
0
1
8

● 

青
函
ト
ン
ネ
ル
開
業（
青
函
連
絡
船
廃
止
） 

J

1
9
8
8

● 

第
１
回
Y
O
S
A
K
O
I
ソ
ー
ラ
ン
祭
り
開
催

1
9
9
2

● 

レ
バ
ン
ガ
北
海
道（※

）創
設

2
0
1
1

● 

北
海
道
コ
ン
サ
ド
ー
レ
札
幌（※

）創
設

（
株
式
会
社
北
海
道
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
設
立
）

1
9
9
6

● 

北
海
道
飲
料
株
式
会
社
と
し
て
設
立

● 「
コ
カ・コ
ー
ラ
」、「
フ
ァ
ン
タ
」販
売
開
始 

● 

商
号
を
北
海
道
コ
カ・コ
ー
ラ
ボ
ト
リ
ン
グ
株
式
会
社
に
改
称

● 

本
社
工
場
竣
工 

A

1
9
6
3

● 

北
海
道
１
５
０
年
を
応
援

2
0
1
8

● 

北
海
道
と「
防
災
に
関
す
る
協
力
協
定
」締
結

市
町
村
と
防
災
協
定
の
取
り
組
み
開
始

● 「
子
ど
も
の
安
全
を
見
守
る
運
動
」開
始

● 

北
海
道
開
発
局
と
の
取
り
組
み
開
始

2
0
0
6

● 

第
11
回
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
札
幌
大
会
に
協
賛
・
支
援 

C

1
9
7
2

● 

全
道
の
社
会
福
祉
施
設
な
ど
へ

ク
リ
ス
マ
ス
時
期
の
製
品
プ
レ
ゼ
ン
ト
開
始

1
9
6
8

● 

北
海
道
警
察
と
協
働
の
取
り
組
み
開
始

2
0
0
7

● 「
北
海
道
ｅ-

水
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」の
活
動
開
始 

F

● 

釧
路
市
と「
ま
ち
づ
く
り
パ
ー
ト
ナ
ー
協
定
」締
結

● 

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー〝
Ｑ
ｏ
ｏ
〞が

札
幌
市
の
食
育
特
別
大
使
に
任
命
さ
れ
る

● 

帯
広
市
と「
ま
ち
づ
く
り
パ
ー
ト
ナ
ー
協
定
」締
結

● 

キ
ッ
ズ
タ
ウ
ン
開
始（
函
館
市
）

2
0
1
0

● 

札
幌
市
と「
ま
ち
づ
く
り
パ
ー
ト
ナ
ー
協
定
」締
結

● 

函
館
市
と「
ま
ち
づ
く
り
パ
ー
ト
ナ
ー
協
定
」締
結

● 「
い
・
ろ
・
は
・
す
」の
販
売
を
開
始 

E

2
0
0
9

● 

旭
川
市
と「
ま
ち
づ
く
り
パ
ー
ト
ナ
ー
協
定
」締
結

● 

札
幌
市
円
山
動
物
園
と
協
働
の
取
り
組
み
開
始 

D

● 

旭
川
市
旭
山
動
物
園
と
協
働
の
取
り
組
み
開
始 

2
0
0
8

● 

当
社
50
周
年

2
0
1
3

● 

札
幌
市
と「
環
境
事
業
に
関
す
る
協
定
」締
結

● 

白
旗
山
で
の
森
づ
く
り
活
動
開
始

2
0
1
1

● 「
ジ
ョ
ー
ジ
ア 

サ
ン
ト
ス
プ
レ
ミ
ア
ム
」

北
海
道
限
定
デ
ザ
イ
ン
の
寄
付
金

累
計
額
１
億
円
突
破 

G

● 

北
海
道
ｅ-

水
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

「
第
19
回
日
本
水
大
賞
」審
査
部
会
特
別
賞
受
賞

2
0
1
7

● 

北
海
道
と
包
括
連
携
協
定
締
結

● 

北
海
道
開
発
局
と
の
取
り
組
み「
＃
９
９
１
０
」開
始

● 

広
尾
町
と「
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
の
夢
を
育
む

ま
ち
づ
く
り
パ
ー
ト
ナ
ー
協
定
」締
結

2
0
1
4

2
0
1
6

札幌農学校演武場と北講堂  1889（明治22）年以後 
（北海道大学附属図書館所蔵）

北海道庁庁舎  1889（明治22）年頃
（北海道大学附属図書館所蔵／
 「明治大正期の北海道（写真編）」からの転載）

背景写真：
北海道国郡全図／松浦武四郎
（北海道大学附属図書館所蔵）

● 「
爽
健
美
茶
」販
売
開
始

1
9
9
4

● 「
ア
ク
エ
リ
ア
ス
」販
売
開
始

1
9
8
3

● 「
ジ
ョ
ー
ジ
ア
」販
売
開
始

1
9
7
5

● 

北
海
道
開
発
局
と
の「
道
路
を
広
く
美
し
く
」運
動
実
施 
B

1
9
7
0

※

現
名
称
で
記
載

Cアジア初の冬季オリンピック。世界35ヶ国の選手が参
加したこのビッグイベントに、コカ・コーラシステムとし
て協賛

D環境への意識を高めてもらう円山動物園内
休憩スペース「ネイチャーカフェ・アース」

G北海道の雄大な風景が描かれている
「ジョージア サントスプレミアム」
北海道限定デザイン

B先輩たちがつないで
くれた北海道開発局
との「道路を広く美し
く」運動

I札幌屯田兵招魂碑前を通る弁慶号
　1880（明治13）年頃
　（北海道大学附属図書館所蔵）

H開拓使札幌本庁仮庁舎と官員たち
　1871（明治4）年
　（北海道大学附属図書館所蔵）

J青函トンネル開業
　1988（昭和63）年
　（写真提供：JR北海道）

A延床面積約2,400㎡、鉄筋コンクリート2階建ての近代的
建物は、その斬新なデザインと鮮やかな色彩で地域の話題
を呼んだ

E「い・ろ・は・す」は白旗山
を水源とする札幌工場で
採水された水を使用

F「北海道ｅ-水プロジェクト」ロゴマーク

北海道150年と当社の歩み CSR Report 2018北の大地とともに


